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□ 大阪府 安威川ダムの建設 
 

     大阪府安威川ダム建設事務所 所長 江原竜二 

安威川ダム完成予想鳥瞰図 

2021.11.01  

 京都地盤研究会 講演会 



現 職 

大阪府安威川ダム建設事務所 所長（2019年4月～） 
 

1988年（昭和63年）4月 大阪府庁入庁（34年目） 

主な勤務歴 

入庁以来、主に治水事業を担当（内、ダム事業歴17年目） 

• 本庁10年、出先事務所15年目、出向9年（3回） 

• 出向9年のうち、海外派遣3年（JICA専門家・中国政府機関） 

ダム事業歴17年の内訳・・・気がつけば現役最長・最古参 

• 大阪府 11年（河川室ダムグループ 3年、安威川ダム建設事務所 通算8年目） 

• 水源自治体 3年（茨木市ダム推進課）  

• 海外・中国政府機関 3年 （任務：欠陥ダムの補強、ダムの堆砂対策、等の指導） 

2014年4月～2017年3月、職務と平行して大学院で研究生活 

• 指導教授：河田惠昭 博士、高橋智幸 博士 

• 研究内容：地震に伴う広域地盤変動、上町断層帯、地盤情報データベース 

• 取得学位：博士（学術） 
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□ 講師自己紹介 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (1) 安威川ダムの諸元 －ダム本体－ 
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1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (1) 安威川ダムの諸元 －ダム本体－ 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (1) 安威川ダムの諸元 －ダム貯水池－ 

常時満水位（EL.99.4m）     ：  34ha 

サーチャージ水位（EL.125m）：  81ha 

貯水池全面積（EL.136m）  ：107ha 

付替道路を含む事業面積     ：143ha 
 

※上記の外、残土処分地、材料採取地  



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【工事着手前－平成26年（2014年）7月】 

ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 
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ダムサイト正面（下流側からの眺望） 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【起工式の頃－平成26年（2014年）11月】 
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ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 

ダムサイト正面（下流側からの眺望） 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【安威川の転流－平成27年（2015年）9月15日】 
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1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【基礎掘削完了後－平成30年（2018年）8月】 
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ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 

ダムサイト正面（下流側からの眺望） 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【コア材盛り立て開始前－令和2年（2020年）3月】 
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ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 

ダムサイト正面（下流側からの眺望） 
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1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【着岩作業開始－令和2年（2020年）3月11日】 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【定礎式の頃－令和2年（2020年）11月】 
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ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 

ダムサイト正面（下流側からの眺望） 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【令和3年（2021年）2月】 
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ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 

ダムサイト正面（下流側からの眺望） 
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ダムサイト右岸（左岸からの眺望） ダムサイト左岸（右岸からの眺望） 

ダムサイト正面（下流側からの眺望） 

1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 (2) ダム本体工事の経過 【令和3年（2021年）9月】 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 ロックフィルダムの盛立て状況 【令和2年（2020年）9月】 

17 



18 

1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 ロックフィルダムの盛立て状況 【令和3年（2021年）2月】 



1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 ロックフィルダムの盛立て状況 【令和3年（2021年）9月】 
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1. 安威川ダムの進捗状況 
 

 堤体上流側の状況  【令和3年（2021年）9月】 

仮排水路トンネルの上流側坑口、取水放流施設（常用洪水吐き、取水施設、非常用洪水吐き）、ダム堤体 
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□ ダム事業区域の状況 
 

   【平成19年（2007年）3月】 
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← 一級河川安威川 

□ ダム事業区域の状況 
 

   【平成26年（2014年）2月】 

大岩ほ場整備区域 
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□ ダム事業区域の状況 
 

   【令和2年（2020年）12月 ほ場概成・左岸道路全橋梁完成】 
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大岩ほ場整備工事の状況 

左岸道路工事（生保工区）の状況（4～7号橋） 

上流側からの俯瞰 下流側からの俯瞰 
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ため池およびほ場の整備状況（大岩線から） ほ場の整備状況（大岩線から） 

□ 大岩ほ場整備工事・左岸道路工事の状況 
 

   【令和3年（2021年）4月19日】 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

  

箕面川ダム 

安威川ダム 

狭山池ダム 

大阪府 

京都府 

兵庫県 

淀 川 

大和川 

淀川水系安威川 

  流域面積162.7km2 

神崎川 

安威川ダム 

 流域面積 52.2km2 

26 

㎡ 



27 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (1) 事業の背景・治水計画 －安威川の浸水想定区域の状況－ 



：浸水範囲 

過去に起きた洪水のうち、記録に残っている中で最も被害の大きかったものが北摂豪雨（昭和42年7月9日） 

 ⇒「茨木雨量観測所」で日雨量（215.5mm）、時間最大雨量（48mm）の降雨を記録 

茨木川・勝尾寺川合流点付近（茨木市中河原町） 

茨木市沢良宜 

ＪＲ鳥飼基地 

（摂津市安威川南新町） 

千歳橋の橋脚破損（茨木市戸伏町）） 

中国自動車道 

あけぼの橋流失（茨木市東野々宮町） 

被 害 内 容（茨木市広報より） 
死者1名、負傷者60名、田畑冠水約1,500ha 

家屋の全半壊41戸、床上・床下浸水約25,000戸 

河川堤防決壊12箇所、橋梁被害13橋 など 

「茨木・摂津市の約3分の1が浸水」 

茨木雨量観測所 
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2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (1) 事業の背景・治水計画 －1967年（昭和42年）7月9日 北摂豪雨－ 



ダム最大放流量（250m3/s）、洪水調節容量（1,400万m3）算定 

計画高水流量（相川1,250m3/s）算定 

基本高水（相川1,850m3/s、ダムサイト850m3/s）算定 

計画日雨量：247mm（100年確率） 

 ・基  本   高  水 ：基準点（相川）1,850m3/s、ダムサイト850m3/s 

 ・計画高水流量：基準点（相川）1,250m3/s、ダム直下（桑原）250m3/s 

 ・ダ ム 放 流 量：流入ピーク時    160m3/s、最大放流量 250m3/s 
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洪水調節計画および計画高水流量配分 

降雨ハイエト出典：淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（平成25年8月 大阪府） 

サーチャージ水位 EL.125.0m □ 

  

 

常時満水位  EL. 99.4m    □ 

洪水調節容量 1,400万m3 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (1) 事業の背景・治水計画 －安威川の治水計画の概要－ 



① 茨木川合流点                   

② 太田橋下流                   

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (1) 事業の背景・治水計画 －近年の大きな出水（平成25年9月 台風18号）－ 

高槻市樫田 総雨量374mm、日雨量346㎜、最大時間雨量47mm/hr 
茨木市見山 総雨量305mm、最大時間雨量34mm/hr    
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1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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 END  

↓ 安威川ダム近傍におけるフロー  

32 出 典 ： 安威川ダム  基本設計会議資料 平成20年（2008年）3月11日 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイト周辺の地形・地質調査－ 



33 出 典 ： 安威川ダム  基本設計会議資料 平成20年（2008年）3月11日 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイト周辺の地形・地質調査－ 
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3km 

10km 

出 典 ： 安威川ダム  基本設計会議資料 平成20年（2008年）3月11日 

3km 

有馬・高槻構造線 
 出典：地震調査研究推進本部（事務局：文部科学省） 

     平成13年（2001年）6月13日 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイト周辺の地形・地質調査－ 



3km 

10km 
ダムサイト 

出 典 ： 安威川ダム  基本設計会議資料 平成20年（2008年）3月11日 35 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイト周辺の地形・地質調査－ 



ダム堤体一般図 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイトの基礎地盤・掘削後の結果－ 
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掘削平面図（掘削後） 
（岩 級） 

計画時の掘削平面図 
（岩 級） 



※測線間距離：20m ダム軸地質区分図（計画時） 
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ダム軸岩級区分図（計画時） 

出 典 ： 安威川ダム  基本設計会議資料 平成20年（2008年）3月11日 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイトの基礎地盤－ 



止水ライン 止水範囲検討結果（計画時） 

38 出 典 ： 安威川ダム  基本設計会議資料 平成20年（2008年）3月11日 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイトの基礎地盤－ 



カーテングラウチング 

         （リム部） 

非常用洪水吐き 

・補助カーテングラウチング 

・遮水コンソリデーション 

         グラウチング 

カーテングラウチング 

常用洪水吐き補強区間 

・カーテングラウチング 

・コンソリデーション 

      グラウチング 

監査廊 

コンタクトングラウチング 

ブランケットグラウチング 
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2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイトの基礎地盤 【止水ラインの確保－グラウチング】－ 



堤高 76.5m 

堤体積 約 222万m3 

外部ロック 外部ロック 

ブランケットグラウチング 

カーテングラウチング 
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上流側 下流側 
ダム堤体 

基礎岩盤 

カーテン 
グラウチング孔 

ブランケット 
グラウチング孔 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 地形・地質、基礎地盤 －ダムサイトの基礎地盤 【止水ラインの確保－グラウチング】－ 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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10km 

堤体材料は自己調達が基本（ダムサイトの近傍から短期間に大量に運搬） 
 

⇒ロック材は、周辺自然環境への影響緩和を念頭に、材料の安定供給と費用比較の結果、全量購入 

出 典 ： 関本武史外、ロック材全量購入に伴う安威川ダムでの取り組み、平成26年度 ダム建設技術発表会 42 

コア山 

堤体材料の採取地 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (2) 堤体材料 －材料採取地－ 



堤体設計（ゾーニング） 

  
乾燥密度 
（t/m3） 

湿潤密度 
（t/m3） 

飽和密度 
（t/m3） 

内部摩擦角 
（°） 

粘着力 
（kN/m2） 対象材料 

外部ロック材 2.040 2.083 2.280 41.0 0 
中粒砂岩、細粒砂岩、 
砂岩優勢互層 

内部ロック材 1.964 2.017 2.223 39.0 0 
中粒砂岩、細粒砂岩、 
砂岩優勢互層、粘板岩優勢互層 

◆ 堤体設計に用いる土質定数（購入ロック材） 

◆ ロックフィルダムのゾーニング 
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◆ 堤体設計に用いる土質定数（コア材） 

最大粒径
Dmax
mm

4.75mm
％

0.075mm
％

塑性指数
Ip

含水比
W
％

湿潤密度

ρｔ

t/m3

乾燥密度

ρｄ

ｔ/ｍ3

飽和密度

ρsat

ｔ/ｍ3

透水係数
ｋ

cm/sec

内部摩擦
角

φ′
度

粘着力
C´

kN/ｍ2

100以下
80以上

※変更有
10以上

※変更有
12以上

Wopt～

Wopt+3
2.030 1.750 2.109

1×10-5

以下
32以上 0

出 典 ： 関本武史外、ロック材全量購入に伴う安威川ダムでの取り組み、平成26年度 ダム建設技術発表会 

出 典 ： 永江敦、渡邉希美外、安威川ダムの盛立及び工事の進捗状況について、月刊ダム日本2021年2月号 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －ロックフィルダムのゾーニング－ 
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コア材採取状況 ストックパイル造成状況 

ロック材採取状況（採石場内） ロック材仮置き状況（ダム事業区域内） 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －採取状況および仮置き状況－ 



コア材の試験結果（その１） 
※ 設計段階 ： コア材採取地から細粒材（マサ土）と粗粒材（大阪層群土）を採取し、3：1でブレンド 
 

◆ 工事着手前調査 
 

  ○ 工事着手時の調査の結果、設計値の品質（設計密度）を満足せず 
 

※透水係数 k＜1×10-6（室内試験結果）は満足 
 

    近傍のトンネル工事（新名神高速道路）の掘削ズリを粗粒材として使用 
 

                                                砂岩（ロック材を採取する採石場と同等の岩質） 
 

  ○ 細粒材と粗粒材のブレンド比率の検討（マサ土だけでなく大阪層群土も細粒材として使用） 
 

    ⇒室内試験の結果、ブレンド比率を 1：0.7 とした（乾燥重量比） 
 

                                1：0.5～0.8, 1：1.0 の５種類から選定 
 

                                 ※細粒側（1：0.5）では、混合状況は良好だが密度不足の懸念 

                                     粗粒側（1：1.0）では、密度は満足だが均一性に不安 

45 
コア材混合状況（1：0.5～1：1.0） コア材締固め供試体（1：0.5～1：1.0） 

出 典 ： 永江敦、渡邉希美外、安威川ダムの盛立及び工事の進捗状況について、月刊ダム日本2021年2月号 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －コア材について－ 



コア材の試験結果（その２） 
※ 室内試験結果 ： 細粒材と粗粒材のブレンド比率 ⇒ 1：0.7 （乾燥重量比） 

 

             乾燥重量比と乾燥密度から、細粒材と粗粒材の体積比を算出 ⇒1 : 0.55 
 

             ストックパイル（コア材製造の過程の仮置き状態）の層厚の目標値 
 

◆ 予備盛立試験 
 

  ○ 細粒材と粗粒材の体積比が 1 : 0.55 となるようにストックパイルを造成 
             ※ストックパイル ： 材料採取地から採取した材料をブレンドしたり品質調整するために、一時的に仮置きした状態 
                         コア材の製造にあたっては、細粒材と粗粒材を互層にして仮置きしておく 
 

    ストックパイルの造成にあたって、細粒材と粗粒材の層厚を 45cm ： 25cm とする 
 

        ➢ストックパイルの各層を転圧後、層厚、体積を測量 

        ➢土質試験（現場密度、含水比、粒度）を実施 

        ➢湿潤重量比、乾燥重量比、体積比、盛土厚、 

           含水比、細粒分含有率をチェック 

46 ストックパイル（細粒材 ： 粗粒材 ⇒ 45cm ： 25cm） 

管理方法 
 

４手法から 

右記を選定 

方法と種別
目標値

細粒材：粗粒材
方法① 方法② 備考

乾燥重量比 1.0：0.70
1.00：0.70

〈1325：934〉
1.00：0.76

湿潤重量比 1.0：0.58
1.00：0.59

〈1629：957〉
1.00：0.64

体積比 1.0：0.55 － 1.00：0.64

盛土厚さ 45cm：25cm － 44cm：28cm

乾燥密度

ρd(t/m3）
1.525：1.995 － 1.585：1.888

含水比ｗ(％)
23.9：2.7

（混合15.2）
－

22.9：2.5
（混合14.1）

細粒分含有率
Fc(%)

37.1：2.9
（混合23.0）

－
37.1：3.8

（混合22.6）

方法と種別
目標値

細粒材：粗粒材
方法③ 方法④ 備考

乾燥重量比 1.0：0.70 － －

湿潤重量比 1.0：0.58 － －

体積比 1.0：0.55 1.00：0.59 －

盛土厚さ 45cm：25cm 51cm：30cm －

乾燥密度

ρd(t/m3）
1.525：1.995 －

1.943×0.95＝
1.846

含水比ｗ(％)
23.9：2.7

（混合15.2）
－

混合14.2～15.7
平均14.7

細粒分含有率
Fc(%)

37.1：2.9
（混合23.0）

－
混合23.7～27.2

平均25.8

方法④の乾燥
密度は締固め
試験の値

〈 〉の値は質
量（ｔ）

方法②の混合
は計算値

方法と種別
目標値

細粒材：粗粒材
方法① 方法② 備考

乾燥重量比 1.0：0.70
1.00：0.70

〈1325：934〉
1.00：0.76

湿潤重量比 1.0：0.58
1.00：0.59

〈1629：957〉
1.00：0.64

体積比 1.0：0.55 － 1.00：0.64

盛土厚さ 45cm：25cm － 44cm：28cm

乾燥密度

ρd(t/m3）
1.525：1.995 － 1.585：1.888

含水比ｗ(％)
23.9：2.7

（混合15.2）
－

22.9：2.5
（混合14.1）

細粒分含有率
Fc(%)

37.1：2.9
（混合23.0）

－
37.1：3.8

（混合22.6）

方法と種別
目標値

細粒材：粗粒材
方法③ 方法④ 備考

乾燥重量比 1.0：0.70 － －

湿潤重量比 1.0：0.58 － －

体積比 1.0：0.55 1.00：0.59 －

盛土厚さ 45cm：25cm 51cm：30cm －

乾燥密度

ρd(t/m3）
1.525：1.995 －

1.943×0.95＝
1.846

含水比ｗ(％)
23.9：2.7

（混合15.2）
－

混合14.2～15.7
平均14.7

細粒分含有率
Fc(%)

37.1：2.9
（混合23.0）

－
混合23.7～27.2

平均25.8

方法④の乾燥
密度は締固め
試験の値

〈 〉の値は質
量（ｔ）

方法②の混合
は計算値

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －コア材について－ 



コア材の試験結果（その３） 
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◆ 予備盛立て試験（続き） 
 

  ○ 本試験に向けて簡易的な転圧作業を実施 
           ※転圧仕様は左記のとおり 

 
  ○ 転圧回数８回で密度は収束 
       ※沈下は収束せず（横方向への変位の可能性） 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 盛立て試験結果 
 

  ○ 予備試験の結果に基づき、盛立て試験を実施した結果、コア材の転圧仕様を決定 

項目 摘要

転圧機械 ボマークBW211D

転圧回数 標準値6回

仕上り厚

撒出機械 本試験は21t級ブルドーザ

撒出し厚
バックホウは転圧効果が小さい為厚く
した

全粒径 14.7％（+2.7％）

-37.5mm 16.9％（+3.4％）
含 水 比

Wopt　全粒径＝12.0％，

-37.5mm＝13.5％平均

( )の値はWoptとの差(基準値0～+3％)

内容

11ｔ級振動ローラ

0～10回

30cm（目標）

0.6m3級バックホウ

50cm

転圧回数と乾燥密度の関係 転圧回数と締固め度の関係 転圧回数と沈下量の関係 

項 目  仕様等  

撒 出 機 械  21ｔ級ブルドーザ  

撒 出 し 厚  34cm 

転圧機械  11t 級振動ローラ  

転圧回数  6 回  

仕上り厚  30cm 

 

コア材の転圧仕様 

転圧回数と乾燥密度の関係 転圧回数と締固め度の関係 転圧回数と透水係数の関係 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －コア材について－ 



【中粒砂岩・細粒砂岩・砂岩優勢互層】 
  比重2.65以上、吸水率１％以下、内部摩擦角41°以上 → ロック材に適する。 
 

【粘板岩優勢互層】 
  比重2.65程度、吸水率１％台、内部摩擦角39°以上  → 内部ロック材には使用可能 

締固め特性：岩種による違いは小さい 

透水特性：透水係数1.0×10-3（cm/sec）以上 

加　積　通　過　率　表

安威川ダム　ロック材料　粒度試験結果

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.01 0.1 1 10 100 1000

過
積
通
過
率

中粒砂岩（平均粒度)

中粒砂岩(粗粒側）

中粒砂岩　（粗粒側中間値）

中粒砂岩(細粒側）

粘板岩優勢互層（平均粒度）

粘板岩優勢互層（粗粒側）

粘板岩優勢互層（細粒側）

細粒砂岩（平均粒度）

砂岩優勢互層(平均粒度）

粒　　度

ロック材（購入材）の試験結果 

粒度特性 
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1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

0 20 40 60 80 100 120 140

締固め時間　t(秒)
乾
燥
密
度

　
ρ

d（
t/

m
3
）

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

間
隙
比

　
e

中粒砂岩(平均値)
中粒砂岩(粗粒側)
中粒砂岩(粗粒側中間値)
中粒砂岩(細粒側)
粘板岩優勢互層(平均値)
粘板岩優勢互層(粗粒側)

粘板岩優勢互層(細粒側)
細粒砂岩(平均値)
砂岩優勢互層(平均値)

締固め曲線

締固め試験結果 

材質 比重 吸水率（％） 密度 間隙比（e） 内部摩擦角 

中粒砂岩 2.688 0.65 2.122 0.277 41.34 

粘板岩優勢互層 2.651 1.20 2.118 0.266 39.70 

細粒砂岩 2.676 0.59 2.141 0.256 43.22 

砂岩優勢互層 2.682 0.68 2.101 0.285 41.41 

出 典 ： 関本武史外、ロック材全量購入に伴う安威川ダムでの取り組み、平成26年度 ダム建設技術発表会 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －ロック材について－ 



出 典 ： 関本武史外、ロック材全量購入に伴う安威川ダムでの取り組み、平成26年度 ダム建設技術発表会 

堤体設計（ゾーニング） 

  
乾燥密度 
（t/m3） 

湿潤密度 
（t/m3） 

飽和密度 
（t/m3） 

内部摩擦角 
（°） 

粘着力 
（kN/m2） 対象材料 

外部ロック材 2.040 2.083 2.280 41.0 0 
中粒砂岩、細粒砂岩、 
砂岩優勢互層 

内部ロック材 1.964 2.017 2.223 39.0 0 
中粒砂岩、細粒砂岩、 
砂岩優勢互層、粘板岩優勢互層 

◆ 堤体設計に用いる土質定数（購入ロック材） 

◆ ロックフィルダムのゾーニング 
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◆ 堤体設計に用いる土質定数（コア材） 

最大粒径
Dmax
mm

4.75mm
％

0.075mm
％

塑性指数
Ip

含水比
W
％

湿潤密度

ρｔ

t/m3

乾燥密度

ρｄ

ｔ/ｍ3

飽和密度

ρsat

ｔ/ｍ3

透水係数
ｋ

cm/sec

内部摩擦
角

φ′
度

粘着力
C´

kN/ｍ2

100以下
80以上

※変更有
10以上

※変更有
12以上

Wopt～

Wopt+3
2.030 1.750 2.109

1×10-5

以下
32以上 0

出 典 ： 永江敦、渡邉希美外、安威川ダムの盛立及び工事の進捗状況について、月刊ダム日本2021年2月号 

2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －ロックフィルダムのゾーニング－ 
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2. 安威川ダム建設事業の概要 
 

 (3) 堤体材料 －ロックフィルダムの盛立て状況－ 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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② 

② 

① 

① 

当初計画 

植生吹付工 

② 

② 

① 

① 

3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (1) 大規模・長大切土斜面の崩落 

52 



3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (1) 大規模・長大切土斜面の崩落 

53 



①－① 断 面 

②－② 断 面 

変更計画 
② 

② 

① 

① 

補助工法 
 １．植生吹付⇒コンクリート法枠工 
          ＋ ロックボルト工 
 ２．アンカーボルト設置 

54 

3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (1) 大規模・長大切土斜面の崩落 （地盤条件の変更） ⇒切土勾配変更・補助工法追加 



補助工法 
 １．植生吹付⇒コンクリート法枠工 
          ＋ ロックボルト工 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (1) 大規模・長大切土斜面の崩落 （地盤条件の変更） ⇒切土勾配変更・補助工法追加 



補助工法 
 １．植生吹付⇒コンクリート法枠工 
          ＋ ロックボルト工 
 ２．アンカーボルト設置 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (1) 大規模・長大切土斜面の崩落 （地盤条件の変更） ⇒切土勾配変更・補助工法追加 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (2) 大規模切土後の地山の変状 



高
さ

 
H

=
約

6
5

m
 

幅 B=約70m 

法面頂部の平場
に開口亀裂 

吹付法面部、底盤
部に亀裂 

法枠に亀裂 

非常用洪水吐き法面の全景 

 非常用洪水吐きの構造物施工に先立ち、基礎掘削および法面工を進めていたところ、平成29年台風21号の豪雨
後、施工済みの法面工に複数のクラックが発生。また、底盤部や法面頂部にも亀裂等の変状を確認した。 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (2) 大規模切土後の地山の変状 



抑え盛土 

変状ライン 

 変状を起こした法面の安定化を図るため、基礎掘削を中断し、抑え盛土による応急対策を実施。 
 既設アンカーの孔内歪計や目視点検によるモニタリングを行い、法面に更なる変状が無いことを確認。 
 本事象は、降雨を受け地下水位面が上昇したことにより、施工途中の地山に変状が生じたものと推定。 
 対策検討に当たっては、地盤工学分野の学識経験者の現場確認に基づく技術的な助言を得て、本事象の    

要因分析、変状ラインの設定、対策工法の選定を行った。 

頭部排土 

法枠工・鉄筋挿入工 

非常用洪水吐き（第一減勢工部）横断図 

●応急対策後、学識経験者と現場確認の 
  うえ、対策検討を実施 

新設アンカー 

非常用洪水吐き 

底部対策工 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (2) 大規模切土後の地山の変状 ⇒切土形状変更 ・ 主構造の変更 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (2) 大規模切土後の地山の変状 ⇒応急対策  （抑え盛土施工） 
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3. 工事段階における主な変更事例 
 

 (2) 大規模切土後の地山 の変状 ⇒切土形状変更 ・ 主構造の変更 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の経過 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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国庫補助採択以前（昭和の時代） 
 地元はダム反対。大門寺地区はダムサイト地質調査に協力 

 茨木市作成の安威川ダム地域整備計画（『黄色本』と言われていた） 

• 背 景 ： ダムサイトのみ決定、付替府道の線形は決まっていなかった 

• ダム完成後の周辺整備計画（構想）を茨木市が主導で作成 

 ⇒実現性、ダム事業との整合を考慮したものではない（すべて府 ⇒市は『地元の代弁者』） 
 

国庫補助採択後（昭和から平成へ） 
 地元はダム反対。生保地区（全戸水没）の移転が大きな課題 

• 隣接大口地権者によるダム周辺整備プラン（※※プラン） 

• 国際文化公園都市計画が始動（主要道路が具体化） 

 ⇒生保までの付替道路ルート決定、生保代替地を確保（平成3年度に大口地権者から買収） 

• 安威川ダムが水源地域対策特別措置法の指定ダムとなる（平成4年度） 

 水源地域再建基本計画策定（平成3~4年度、茨木市・国土庁補助） 

• 茨木市の主体的な周辺整備検討（※※プランを反映）・・・バブリー（時代を反映） 

 地元がダムを受け入れ（平成7年から各地区と基本協定締結） 

• ダム事業の付替道路計画が確定。各地区の代替宅地の位置が固まる 
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4. 水源地域対策の概要 
 

  安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 



平成4年度 
（引用：水源地域再建基本計画（平成5年3月、茨木市） 

現 在 
（茨木箕面丘陵線は令和2年9月、それ以外は平成16年3月） 

付
替
道
路
（府
道
茨
木
亀
岡
線
） 

付
替
道
路
（左
岸
道
路
） 

L
 =

5
.4
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L
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3
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k
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損失補償基準協定締結（平成11年3月、用地買収開始） 
 地域整備計画・周辺整備計画確定を待たずに協定締結 

• 用地買収・代替地等への移転と並行して、茨木市主導で計画策定 

 水源地域指定（平成12年4月）、水源地域整備計画決定（同年9月）  

• 各地区からの要望項目を可能な限り計画に反映 

• 財源の確保（水特法12条負担金） ⇐流域自治体の理解・協力の賜物 

 ※付替府道、代替地は計画に反映。左岸道路、湖面道路、大規模公園は対象外（国、府財政） 

 水源地域再建実行計画策定（茨木市、平成12~13年度、国土庁・大阪府補助） 

• 茨木市の主体的な周辺整備検討（※※プランの払拭）・・・府と歩調を合わせた計画 
 

ダム計画変更（水道水源の見直し・ダム規模縮小） 
 計画変更までに未解決案件を推進（~平成17年8月） 

• 左岸道路を機能復旧に位置付け、現在の線形に修正、用地買収をほぼ完了 

 ※湖面橋は、ダムを取り巻く逆風の中、府監査で指摘され、平成24年に断念 ⇒茨木市施行 

 新たな周辺整備にかかる計画の策定に着手（平成18年度~） 

• 大阪府上層部のスタンス ⇒府主体の新たな事業は不可。計画策定は可 

• 大阪府・茨木市協同で「安威川ダム周辺整備計画基本方針」策定に向けて再始動 
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4. 水源地域対策の概要 
 

  安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
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 ダム計画変更（規模縮小）に伴う湖畔の状況変化 
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 ダム計画変更（規模縮小）に伴う湖畔の状況変化 



 平成21年8月策定（事務局：大阪府・茨木市） 

 検討機関：安威川ダム周辺整備検討委員会（平成19年7月~20年11月） 

 基本的な方針（pp.6~7に記載） 

 方針１：渓流と湖面に映える周辺景観の保全と再生・創出に努める 

 方針２：ダム及びダム湖を拠点に地域資源を生かして北摂のシンボル空間を創出する 

 方針３：周辺環境の保全と地域資源の有効活用を適正に調和させる 

 方針４：周辺整備は公共と民間の協調・協同で進める 
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グランドデザイン（ゾーニング） 

4. 水源地域対策の概要 
 

  安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 －安威川ダム周辺整備基本方針の策定－ 

【平成27年度】安威川ダム周辺整備ＷＳ 、安威川ダム周辺整備検討とりまとめ （大阪府 ・ 茨木市） 
 

【令和元年度】安威川ダム周辺整備基本構想、【令和2年度】安威川ダム周辺整備基本計画 （茨木市） 

後
年
度
の
計
画
の
基
本 



目指すべき方向 

  ダム完成後における自然環境と 

  人の営みの新たなあり方 

 自然環境保全と府民利用を図るには？ 

 地域住民・地権者・民間事業者等の連携は？ 
 

基本理念 

   『未来につなぐ美しい自然、創造と交流の湖畔の里』 

    “北摂の自然と人の織りなす美 ・ 自然と人の新たな調和” を目指して 
 

≪ 基本理念の観点 ≫ 

① 自然環境の観点 

   ＜レクリエーションへの活用 （環境享受） ＞ 

   ＜地域振興と地域間交流促進に向けた活用 （環境享受） ＞ 

② レクリエーションの観点 

   ＜自然環境への寄与 （環境寄与） ＞ 

   ＜地域振興と地域間交流の促進 （活動参画の促進） ＞ 

③ 地域振興と地域間交流の観点 

   ＜自然環境の保全と再生 （環境寄与） ＞ 

   ＜レクリエーションフィールドの創出 （活動舞台の提供） ＞ 
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安威川ダム周辺における目指すべき方向のイメージ 

３つの観点の相互のつながり 

4. 水源地域対策の概要 
 

  安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 －安威川ダム周辺整備基本方針の策定－ 



1. 安威川ダムの進捗状況 

(1)安威川ダムの諸元 (2)ダム本体工事の進捗状況 
 

2. 安威川ダム建設事業の概要 

(1)事業の背景・治水計画 (2)地形・地質、基礎地盤 (3)堤体材料 
 

3. 工事段階における主な変更事例 

(1)大規模・長大切土斜面の崩落  ⇒切土勾配変更・補助工法追加 

(2)大規模切土後の地山の変状    ⇒切土形状変更・主構造の形状変更 
 

4. 水源地域対策の概要 

安威川ダム建設事業と周辺整備の経過 
 

5. ダム堤体の仕上げ 

こだわりのリップラップ ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 

□ 本日の講演内容 
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5. ダム堤体の仕上げ 
 

  こだわりのリップラップ  ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 



73 

5. ダム堤体の仕上げ 
 

  こだわりのリップラップ  ⇒市民に身近な都市型ダムだからこその工夫 



〔番外〕 安威川ダム建設工事の続きは・・・それ以外のダムも 
 

  堤体、取水放流施設、常用洪水吐き、非常用洪水吐き、等等の現場リポート 





ご清聴ありがとうございました！ 
 

     Thank you for your kind attention! 

安威川ダム完成予想鳥瞰図 76 


